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５月１４日（日）午前１１時から１時の２時間、

東京社保協は中央社保協と共同で、定例の「４の日

宣伝」を巣鴨地蔵通り入口前で行い、同時に「介護

なんでも相談」も実施しました。また、東京憲法共

同センターとも共同し、「共謀罪法案」の宣伝も行

いました。

この行動には、東京社保協から１３団体４７人

（内東京土建２９人）、中央社保協１１人の合計５

８人が参加し、リレートークを行いながら、ハガキ

署名付きティッシュと共謀罪チラシを約８０００個

を配布しました。なお、「介護なんでも相談」には

１０人が相談に訪れ、署名は１５０筆集まりました。

ました。

５月２４日、「共謀罪成立阻止」国会前集会が、

「戦争をさせない９条壊すな総がかり行動実行委員

会」が主催して開催され、１２時半から１３時半ま

で行われました。

政府与党が５月２３日衆議院本会議で共謀罪法案

を強行採決したのを受け、この暴挙に対する抗議と

参議院での「共謀罪」成立阻止に向け、約６００人

が国会前に結集しました。引き続き、火・木の国会

前行動と、６月１０日（土）１４時からの国会包囲

行動（国会図書館前集合）などに取り組みます。

「共謀罪」成立阻止国会前集会に引き続き、「介

護改悪法案」の廃案を求める院内集会と署名提出行

動が、東京社保協・中央社保協・全労連の共催で、

参議院議員会館で開催され約６０人が参加しました。

介護改悪法案も、５月２３日に参考人質疑が行わ

れ、２５日にも参議院で強行採決が狙われている状

況での集会となりました。

５月２５日の参議院厚労委員会で自民・公明・維

新・無クの賛成で強行採決が行われました。

衆議院で２２時間、参議院でもわずか１６時間足

らずの審議時間で、とても審議が尽くされたとは言

えない状況で、地方公聴会も開かれず、前回「改正」

での２割負担導入の影響検証も行われない、様々な

介護困難も放置したまま更に改悪を進める。という

状況での強行採決に断固抗議するものです。

なお、現在取り組みを行っている「これ以上命を

削らせない」署名については、引き続き、年末まで

取り組みを継続していきます。



葛飾社保協は４月２０日、

亀有駅南口のリオパークで

「なんでも無料相談会」を

開催しました。

今年で８年目を迎える相

談会は、弁護士・税理士・社労士・看護師等の専門

家や議員など１６団体４３人が参加し、４０人で５

８件の相談がありました。 木曜日午後開催の関係

もあって、労働・雇用関連の相談が少なく、来場者

も比較的高齢の方が多く、相談内容も、医療、くら

し、法律の順に多く、その中でも生活保護の相談な

ど高齢者の生活の大変さが伺われる内容でした。ま

た、悩みや相談事を解決するために訪れる人が圧倒

的に多いのですが、中には「話を聞いてもらえて良

かった」という人が４人もいて、普段孤立して暮ら

しているという世相を反映したものとなりました。

当日の相談で解決に至った相談が１０件、今後に

つながった相談は７件でした。引き続き社保協とし

て相談会を続けていく予定です。

（事務局長 吉野 五郎）

町田社保協は、４月２３日に定期総会を開催し７

団体１０人が参加しました。

報告では、①町田市と総合事業についての懇談会

の開催、②総合事業の市民向け説明会の開催要望、

③国保の２年連続値上げの中止を求める請願要望署

名の取り組みについて報告しました。また、新年度

は、引き続き国保と介護保険の改善と組織強化に取

り組むことを確認しました。

最後に、町田民商から「各団体には大勢の仲間が

いる、社保協を中心に社会保障の活動を大きくしよ

う」との力強いあいさつで終了しました。

（事務局長 八柳 ひろ子）
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村林元会長の後任として会長に推薦いただき１２年、微力ながら会長をさせて頂

きました。

この間様々な情勢の変化がありました。小泉構造改革時には毎年２２００億の

社会保障費の削減が行われ、長引く不況の中で国民の生活は疲弊して来ていまし

た。その最中にリーマンショックが発生し、経済の混乱に見舞われました。社保

協運動の真価が問われる状況が続きました。

国民の怒りに火をつけたのが「後期高齢者医療保険制度」の創設でした。この

時期の運動の特徴は、労働組合運動中心から運動の主体が地域の高齢者運動・市

民運動中心へとシフトし、盛り上がったのが特徴でした。その力を背景にして民主党政権が誕生しました

が、東日本大震災が起こり、その対応の拙さと公約を裏切った政権運営が続き、３年そこそこで民主党政

権は崩壊してしまいました。

その後の安倍自公連立政権の強引な政権運営は、今まさに頂点に達しようとしています。特定秘密保護

法・戦争法・共謀罪など、戦争が出来る国作りへとひた走り、沖縄辺野古への強引な米軍基地建設や原発

再稼働等、地方自治体をないがしろにし、国民の社会保障充実の願いを全くかえりみない政権運営が続い

ています。立法も司法も手下にし、憲法を無視し、三権分立を無視し続けています。

東京社保協はこの間、情勢に揉まれながら前進してきました。３５都団体、４４地域社保協へと加盟団

体も増え、特に地域社保協の運動の担い手が増え、運動の質が変化して来たのが目立ちました。当初は、

７０人前後の参加の総会や社保学校でしたが、最近は参加者も150から２００人へと増加して来ています。

新たな須田会長の下で、さらに運動が発展され、東京の社会保障充実のために健闘されることを願って

おります。

２０１７年５月１６日 竹崎 三立
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４月１３日、「なん

でも相談会」を渋谷駅

西口モヤイ像前で、８

団体１１人が参加して

開催しました。寄せら

れた相談は８件でした。

この日は、衆議院東京7区の日本共産党予定候補

の谷川智行医師も相談活動に参加し、林弁護士など

と一緒に相談の対応に大わらわでした。

相談コーナーでは、近くにいたホームレスの男性

に福井会長が声をかけ、秋元区議が対応しましたが、

「名古屋で生活保護を受けていたが、施設生活がい

やで飛び出した」というので、「施設は３カ月辛抱

すれば出られる」と本人を説得して、区役所で生活

保護申請をすることにしました。また、「雇用契約

から請負契約への変更等で裁判で勝訴しても相手が

逃げ回り困っている」という相談にもアドバイスを

行い、相談者からは「相談して良かった」と感謝さ

れました。

４月１２日に、千駄ヶ谷駅前で署名・宣伝行動を

１６人の参加で行いました。

この日は、衆議院厚生労働委員会で介護保険法改

正案が、自民・公明・維新によって強行採決された

ことを受けて、強行採決へ

の抗議とともに署名を広げ

ようと取り組みました。

「介護保険は充実させてほ

しい」などの切実な声が寄

せられ。署名は２１筆集まりました。

（渋谷社保協ニュースより）

4月２６日、通算７６

回目となる「なんでも

相談会」を中野駅北口

広場で開催しました。

なお、この日の相談

会で、２０１６年６月

の相談会開始からの延べ相談件数が１０００件を超

えました。

この日の相談では、「家賃滞納でネットカフェ生

活をしていて、所持金２万円。派遣で働いているが

収入が不安定で月１０万円以下。以前生活保護を受

けていたが、その時のワーカーと合わず嫌な思いを

した。生活保護に対する後ろめたさがある」、非正

規で６カ月働いてきたが、物覚えが悪いため正規採

用できないと言われ、「もう死ぬしかないのか」と

の相談など、生活、就労、医療・介護、法律などい

ずれも深刻な相談が１４件寄せられました。

（実行委員会ニュースより）

５月１８日、日

比谷野外音楽堂で

「憲法２５条を守

る、５.１８共同集

会」が開催され、

全国から３５００

人を超える参加で

した。

呼びかけ人を代表して、尾藤廣喜弁護士が基調報

告を行い、医療や介護、保育・障害者などが、介護

保険「改正」法案や共謀罪の強行採決に抗議し、憲

法２５条を守り、格差と貧困の広がりを阻止しよう

と力強くあいさつしました。

参加者全体で「安心して生活できる権利を守るた

めに、国の責任において社会保障の充実を求める」

アピールを採択し、突然の雷雨をつき集会終了後に

東京駅までパレードを行いました。
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